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1．はじめに 

橋梁用高降伏点鋼板である SBHS が JIS化され，2017年には道路橋示方書にも規定された．SBHS の特徴として強度

やじん性，溶接性について従来鋼より優れていることが挙げられる．この SBHSを適用することによる鋼橋の建設コス

ト縮減の可能性が検討されている．鋼橋などの構造物の耐荷力や変形能は使用されている材料の強度，変形能に依存す

る．したがって今後 SBHSを本格的に使用していくためには，使用されている材料の強度や伸びといった機械的性質に

関する情報が従来鋼と比較して不足している状況である．そこで，

本研究ではさらなる情報の収集と SBHSの機械的性質の調査を目的

とし，既往の引張試験のデータ 1),2),3)の整理し考察を行った． 

 

2．鋼材の種類と試験片 

扱った既往の実験データの数を板厚，圧延方向，鋼種によって分

類したものを表-1に示す．なお表中の Lはロール方向を，C はロー

ル直角方向を表す． 

 

3．整理結果 

 データ整理では，最初に公称応力－公称ひずみ関係を作成し，鋼

種や圧延方向ごとに整理した．次に，作成した公称応力－公称ひず

み関係から，上降伏点，下降伏点，引張強さ，一様伸び，破断伸び，

降伏棚長さ，ひずみ硬化勾配の値を収集した．また降伏応力を引張

強さで除すことで降伏比を算出した．そして収集・整理した値から

板厚と上降伏点，板厚と引張強さ．下降伏点と上降伏点，引張強さ

と下降伏点，降伏比と一様伸び，降伏比とひずみ硬化勾配の相関関

係をまとめた． 

図-1 に引張試験から得られた公称応力－公称ひずみ関係を示す．

図中の逆三角形は最大荷重時ひずみである一様伸びを表す． 

（1）板厚－上降伏点 

 図-2 にロール方向についてまとめた関係を示す．図中にプロッ

トと同じ色で示した破線は JIS による降伏点の下限値を表し，全て

の鋼種，板厚でこれを満たしていることが確認できる．また板厚の

増加によって上降伏点が下がる傾向が確認できる．  

（2）板厚－引張強さ 

 図-3にロール方向についてまとめた関係を示す．図中にプロット

と同じ色で示した実線および破線は JIS による引張強さの上限値と

下限値を表し，全ての鋼種，板厚でこれを満たしていることが確認

できる．また板厚の増加によって引張強さが下がる傾向が確認でき

る． 
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連絡先 〒169-8555 東京都新宿区大久保 3-4-1 早稲田大学 TEL 03-5286-3387 

 

図-1 公称応力－公称ひずみ関係（板厚 9mm） 
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L C L C L C L C L C L C

12 9 - - 12 9 - - 23 18 - - 83（本）

17 17 5 5 - - 4 4 24 24 12 12 124（本）

5 5 5 5 - - - - - - - - 20（本）

227（本）

板厚

圧延方向

SBHS400

SBHS500

45mm 80mm
合計

24

9mm 12mm 27mm 32mm

65 20 21 8 89合計

SBHS700

表-1 扱った実験データの数 
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（3）下降伏点－上降伏点 

 図-4にロール方向についてまとめた関係を示す．下降伏

点が大きくなるにつれて上降伏点も大きくなる傾向が確認

できる．相関係数については 0.9952 と強い正の相関がみら

れた．また回帰直線式の係数については 1.017と 1.0に近い

ことから下降伏点と上降伏点の差は降伏点によらず概ね一

定であることがわかる． 

（4）引張強さ－下降伏点 

 図-5にロール方向についてまとめた関係を示す．引張強

さが大きくなるにつれて下降伏点も大きくなる傾向が確認

できる．相関係数については 0.9796 と強い正の相関がみら

れた． 

（5）降伏比－一様伸び 

 図-6にロール方向についてまとめた関係を示す．どちら

の圧延方向の場合でもばらつきはあるものの，全体的に降

伏比が大きくなるにつれて一様伸びが小さくなる右下がり

の傾向が確認できる． 

（6）降伏比－ひずみ硬化勾配 

 図-7にロール方向についてまとめた関係を示す．全体的

に降伏比が大きくなるにつれてひずみ硬化勾配の値が小さ

くなる右下がりの傾向が確認できる． 

 

 

 

4．まとめ 

 本研究では，SBHS の機械的性質を把握することを目的

とし，既往の引張試験のデータを整理した．しかし従来鋼

と比較してデータ数が少ないため，今後さらなるデータの

収集が重要である． 
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図-2 板厚と上降伏点の関係 

図-5 引張強さと下降伏点の関係 図-7 降伏比とひずみ硬化勾配の関係 

図-4 下降伏点と上降伏点の関係 図-3 板厚と引張強さの関係 

図-6 降伏比と一様伸びの関係 
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